
�

�

�

�

��������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

市役所�代表電話
�������	
�
	����

●��

第����号��平成��年（����年）�月�日投稿のページ

★三友囲碁同好会　毎週水曜・土曜
日午前１０時～午後４時／かしの木
荘な

ど／月例大会（リーグ戦）、オープ
ン戦／初段以上の方対象／月１千
１００円（賞品・茶代な

ど）、会場利用料
１日３００円／井上（�５９２－２５５８夜
間）
★英会話サークル「Ｆｉｎｅ」　 月
２～３回平日午前１０時～１１時３０分／
高幡不動駅付近の喫茶店／外国人講
師の指導あり※費用等、詳細は問い
合わせを／木村（�０９０－６１９７－
６１８７）
★日野ハーモニカ・アカデミー　毎
月第１・第３金曜日午後７時～９時
／中央公民館な

ど／月３千円※初心者
・中高年者歓迎。指導あ

り／堀（�５８５
－５８６０）
★キッズ英語クラブ「ＧＤＭ」　 毎
月第１～第３木曜日午後３時～４時
／落川地区センターな

ど／日本語を介
さずに直接英語を身につける／４歳
児以上対象／月４千円／近池（�５９１
－１６４６）
★日野絵画教室「明星支部」　 毎月
第１～第３火曜日午後３時３０分～５
時／第二武蔵台地区センターな

ど／入
会金１千円、月１千１００円（クレヨン
画）・１千３００円（水彩画）／幼児・
小学生対象※体験歓迎／菅野（�５９４
－５６３５）
★太極拳社ひの太極拳サークル初心
者無料体験講座　毎月第２・第４金
曜日午後７時～８時３０分／ひの社会
教育センターな

ど／太極拳、基本功ほ
か

※中高年の男性歓迎／タオル持参※
運動のできる服装・靴で／樋口（�
５９２－５００８）
★シルバーのための健康サービスの
集い　原則毎月第４金曜日午前１０時
～正午／コミュニティーホール吉冨
（多摩平）／講演と体操／月３００円※
指導あ

り／タオル持参／土曜会（木村
�５８２－１７１５）
★陶芸サークル「茜会」　 毎月第１
・第３土曜日午後１時～５時／五小
な
ど／月３千５００円※初心者歓迎／原
田（�５８３－０４７１）
★社交ダンスサークル・エポック　
毎週水曜日午後７時～９時／五小な

ど

／中級程度の方対象／入会金１千
円、月３千５００円※プロの指導あ

り／
馬場（�５８４－６０８２）
★木彫「きつつき会」　 毎月第２・
第４水曜日午前９時～１１時３０分／中
央公民館な

ど／月５００円※初心者歓迎。
指導あ

り／彫刻刀など持参／成瀬（�
５９２－８２２７）
★シルバーベル　童謡・唱歌、歌謡
曲で高齢者・障害者の慰問と交流／
概ね５５～７３歳のアマチュアの方対象
／年１千～３千円／日高（�５９１－
５４７４）　
★レイナニフラ・アロハネイティブ
サークル　毎週金曜日午後２時～３
時３０分／生活・保健センターな

ど／フ
ラソング中心の歌と踊り／１回１千
円※初心者歓迎。指導あ

り／動きやす
い服装で／松本（�０４２６－２４－８３４３
午後７時以降）
★詩吟「神風流」　 毎月第１～第４
木曜日午後２時～４時／会員宅（多
摩平）／月３千円、教本代１千円／
大竹（�５８３－１６９４）
★英会話「ブルースカイ」　 毎週木
曜日午後６時４５分～８時１５分／生活

・保健センター／英検３級程度以上
の方対象※外国人講師の指導あ

り／１０
回１万５千円程度／前谷（�５８３－
１９０３）
★日野ミニバス連盟　小学校の体育
館でミニバスケットボールを練習／
四小（ピクルス）、五小（ブレイズ）、
七小（ツイスターズ）、滝合小（滝合
小ＭＢＣ）、三沢台（日野サンズ）／
小学生対象※初心者歓迎／藤井（�
５８４－４０８０）
★健康マージャンサークル初心者教
室　毎週月曜日か火曜日正午から／
リコー三升ビル（多摩平）／マージ
ャンを通じ親睦と老化防止をはかる
／２０人／入会金１千円、１時間３００
円／内田（�５８３－７５７５）
★社交ダンスサークル・エトワール
毎週月曜日午前１０時～正午／南平駅
西交流センターな

ど／初心者対象／入
会金１千円、月２千円／高橋（�５９２
－１５２９）

★誰にでも出来るヨーガ　月３回金
曜日午前１０時～１１時３０分／八王子信
用金庫平山出張所／月２千円※初心
者・見学歓迎／野村（�５９１－１８５０）
★日野市民合唱団　毎週木曜日午後
７時～９時／ひの社会教育センター
な
ど／月４千円／金井（�５８３－１６１８）
★都民劇場　１０月～３月公演の演
劇、ミュージカル、歌舞伎などを鑑
賞※費用等、詳細は問い合わせを／
同劇場（�０３－３２８９－４６２１）
★茶道「表千家・裏千家教室」　 ９
月からの毎月第２・第３火曜日午後
１時～４時／新町交流センターな

ど／
１回１千５００円（茶菓子代ほ

か）／初心
者・年配者・お子さん歓迎／小山
（�５８１－２４５０）
★トーストマスターズクラブ　毎月
第１・第３金曜日午後６時３０分～８
時３０分／クリエイトホール（八王子
市）など／英語スピーチの練習／１８歳
以上の英検準２級以上の方対象／入

会金３千円、月１千円／手塚（�５８１
－０７５３）
★シンプルクッキングの会　月２回
午前１０時３０分～午後５時／多摩平の
森ふれあい館な

ど／卵・乳製品・油分
などを使わないアトピーのお子さん
にも安心な菓子・料理の作り方と試
食／母親対象／１回３００円／エプロ
ン持参／ 生 

なま

 井 （�０９０－９１０５－９８２１）
い

★「雅」着つけサークル　毎月第２
・第４水曜日午前１０時～正午…南平
駅西交流センター／午後７時～９時
…中央福祉センターな

ど／初心者対象
／年２千円、月１千円※講師あ

り／戸
澤（�５８４－２０８１）
★ソフトエアロビクス＆ストレッチ
「日野トレーニングクラブ」　 毎週
木曜日午後２時１５分～３時１５分／南
平体育館な

ど／入会金１千円、月２千
円※見学歓迎／体操着、タオル持参
／江平（�５８４－０４３９）

　

童
謡
『
た
き
び
』
の
作
詩
者
と
し
て
有
名

な
詩
人
巽
聖
歌
は
、
昭
和　

年
か
ら　

歳
で

２３

６８

亡
く
な
る　

年
ま
で
旭
が
丘
に
住
ん
で
い
ま

４８

し
た
。
今
年
は
、
巽
聖
歌
生
誕　

年
に
あ
た

１００

り
ま
す
。
郷
土
資
料
館
で
は
、
９
月　

日
�

２３

か
ら　

月　

日
�
ま
で
「
た
き
び
の
詩
人
巽

１１

１３

聖
歌
生
誕　

年
記
念
展
」
を
企
画
し
て
い
ま

１００

す
。
今
回
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
日
野
市
で

後
半
生
を
過
ご
し
た
巽
聖
歌
の
生
涯
と
仕
事

を
紹
介
し
ま
す
。

　

巽
聖
歌
は
、
明
治　
３８

年
（
１
９
０
５
）
２
月

　

日
、
岩
手
県 
紫  
波 
郡

し 

わ

１２日
詰
町
（
現
在
の
紫
波

町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
鍛
冶
屋
を
営

ん
で
い
ま
し
た
が
、
聖
歌
が
生
ま
れ
る
前
に

他
界
。
日
露
戦
争
で
負
傷
し
た
長
兄
と
母
に

育
て
ら
れ
ま
し
た
。
本
名
を
野
村 
七  
蔵 
と
い

し
ち 
ぞ
う

い
ま
す
。
友
人
た
ち
か
ら
「
暗
算
坊
」
と
い

う
あ
だ
名
を
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど
計
算
が
得
意

で
頭
脳 
明  
晰 
だ
っ
た
聖
歌
で
す
が
、
大
正
６

め
い 
せ
き

年
（
１
９
１
７
）
日
詰
尋
常
小
学
校
卒
業
後

は
進
学
せ
ず
、
家
業
の
鍛
冶
屋
を
手
伝
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
友
人
の
家
で
雑
誌
『
赤

い
鳥
』
を
み
て
、
童
謡
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
そ
し
て
自
筆
の
童
謡
雑
誌
を
作
っ
て
仲

間
と
回
覧
、
創
作
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

大
正　

年
（
１
９
２
３
）
正
月
、
自
作
の

１２

童
話
「
山
羊
と
善
兵
衛
さ
ん
の
死
」
を
、
東

京
で
『
少
年
』
と
い
う
雑
誌
の
編
集
長
を
し

て
い
た
安
倍 
季  
雄 
に
送
り
、
同
社
へ
の
就
職

す
え 
お

を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
『
少
年
』
は
『
少
女
』
と
と
も
に
時
事
新
報

社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
児
童
総
合
雑
誌

で
、
安
倍
季
雄
は
児
童
文
学
者
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
た
人
で
し
た
。
安
倍
季
雄
は
、
聖

歌
の
才
能
を
高
く
評
価
し
て
く
れ
ま
し
た

が
、　

歳
と
い
う
年
齢
が
若
す
ぎ
る
と
い
う

１８

こ
と
で
、
時
事
新
報
社
へ
の
入
社
は
保
留
に

な
り
ま
し
た
。

　

東
京
へ
出
る
決
心
を
し
て
し
ま
っ
た
聖
歌

は
、
同
年
３
月
横
須
賀
に
い
た
同
郷
の
友
人

平
野 
直 
を
頼
っ
て
故
郷
を
離
れ
ま
し
た
。
横

た
だ
し

須
賀
の
海
軍 
工  
廠 
会
計
部
に
仕
事
を
見
つ

こ
う 
し
ょ
う

け
た
聖
歌
は
、
夜
間
中
学
に
通
い
な
が
ら
時

事
新
報
社
へ
の
就
職
を
待
ち
ま
し
た
。
大
正

　

年
（
１
９
２
４
）
５
月
、
や
っ
と
入
社
を

１３許
さ
れ
た
聖
歌
は
、『
少
年
』『
少
女
』
の
編

集
者
と
し
て
仕
事
を
始
め
、
毎
月
の
よ
う
に

両
誌
に
作
品
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
『
赤
い
鳥
』『
童
話
』
な
ど
に

も
、
作
品
を
投
稿
し
ま
し
た
。『
赤
い
鳥
』
大

正　

年
４
月
号
に
は
「
母
は
と
っ
と
と
」
と

１３
い
う
作
品
が
、「
田
村
と
ほ
る
」
と
い
う
ペ
ン

ネ
ー
ム
で
、
は
じ
め
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

順
調
に
見
え
た
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、　
１３

年
暮
れ
に
時
事
新
報
社
の
業
績
不
振
か
ら

『
少
年
』『
少
女
』
は
他
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
聖
歌
は
、
迷
っ
た
末

に
翌　

年
３
月
、
故
郷
日
詰
に
帰
る
こ
と
を

１４

決
心
し
ま
し
た
。
失
意
の
帰
郷
で
し
た
。

　

日
詰
に
戻
っ
た
あ
る
夏
の
一
日
、
聖
歌
は

猛
烈
な
創
作
意
欲
に
か
ら
れ
、「 
水  
口 
」
と
い

み
な 
く
ち

う
作
品
を
創
り
『
赤
い
鳥
』
に
投
稿
し
ま
す
。

こ
の
作
品
が
、
当
時
『
赤
い
鳥
』
の
童
謡
部

門
を
担
当
し
て
い
た
北
原
白
秋
の
目
に
と
ま

り
ま
し
た
。　

月
号
に
初
め
て
巽
聖
歌
の
ペ

１０

ン
ネ
ー
ム
で
掲
載
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
白

秋
に
絶
賛
さ
れ
、
彼
の
童
謡
作
家
と
し
て
の

地
位
を
確
立
す
る
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
再
度
上
京
、
翌
４

年
に
は
白
秋
の
弟
鉄
雄
が
社
長
を
務
め
る
出

版
社
ア
ル
ス
に
就
職
。
白
秋
の
弟
子
た
ち
で

結
成
さ
れ
た
「
赤

い
鳥
童
謡
会
」
の

一
員
に
も
選
ば

れ
、
友
人
与
田
準

一
と
童
謡
雑
誌

『
乳
樹
』（
後『
チ

チ
ノ
キ
』）を
創
刊

す
る
な
ど
、
編
集

者
と
し
て
、
童
謡

詩
人
と
し
て
、
両

面
で
の
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

後
に
童
話
作
家

と
し
て
名
を
成
す

新
美
南
吉
は
、
愛

知
県
半
田
市
の
出

身
で
、『
チ
チ
ノ

キ
』
へ
の
投
稿
を

通
じ
て
聖
歌
と
知

り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
６
年
（
１
９

３
１
）
暮
れ
に
東
京
高
等
師
範
学
校
受
験
の

た
め
上
京
し
た
南
吉
は
、
当
時
下
北
沢
に
い

た
聖
歌
の
下
宿
に
や
っ
て
き
ま
す
。
面
倒
見

の
良
い
聖
歌
は
、
何
く
れ
と
な
く
南
吉
の
世

話
を
焼
き
、
翌
７
年
４
月
か
ら
は
、
東
京
外

国
語
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
南
吉
の
た

め
に
、
上
高
田
（
現
在
の
中
野
区
）
に
家
を

借
り
、
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
始
め
ま
す
。
こ

れ
が
お
互
い
の
人
生
を
決
め
る
、
運
命
的
な

出
会
い
と
な
っ
た
の
で
す
。

（
郷
土
資
料
館　

北
村
澄
江
）

※
９
月
４
日
�
ま
で
半
田
市
の
新
美
南
吉
記

念
館
で
企
画
展
「
た
き
び
の
詩
人
巽
聖
歌

と
新
美
南
吉
」
を
開
催
中
で
す

８７
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▲岩手県紫波郡紫波町にある「水口」詩碑
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